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―プログラミング教育の実践に向けた校内サポートを通して― 
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Ⅰ 研究の背景 

 

１ 今日的なプログラミング教育の在り方 

小学校学習指導要領(平成29年告示)総則において、学習の基盤となる資質・能力として

位置付けられた情報活用能力を育むために、小学校プログラミング教育の手引(第三版)で

は、「情報を収集・整理・比較・発信・伝達する等の力をはじめ、情報モラルや情報手段の

基本的な操作技能なども含めたトータルな情報活用能力を育成する中に『プログラミング

的思考』の育成を適切に組み入れていく必要がある」と示されている。また、「プログラ

ミング的思考」とは、「自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの

組合せが必要であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組み合わせたらいい

のか、記号の組み合わせをどのように改善していけば、より意図した活動に近づくのか、

といったことを論理的に考えていく力」とある。この「プログラミング的思考」には、各

教科等で育まれる論理的・創造的な思考力が大きく関係している。プログラミング教育は

特定の教科を新設する形ではないため、教育課程の中に組み込み、各教科等の学習の中で

論理的・創造的な思考力を育んでいくことを考えなければならない。 

２ 勤務校の実態 

昨年、５学年算数科「多角形」でプログラミングの体験を取り入れた授業を実践した経

験から、学習指導要領に例示されているＡ分類の単元で実施するためには、児童は前の学

年の段階からプログラミングの基礎的な知識・技能に触れておく必要があると感じた。ま

た、教員アンケートからは、「どの教科で、どのようなことを行えばよいか分からない」

「プログラミングの体験と授業のねらいの達成との兼ね合いが難しい」「プログラミング

ソフトやタブレットPCの操作が不安」という、プログラミング教育の理解や授業の展開、

そして、技能面に関することが課題に挙がった。プログラミング教育の実践に向け、情報

主任として、教員にプログラミング教育に関する情報提供を行うとともに、各学年、各教

科等において、プログラミングで育てたい力を明らかにし、学習内容や使用するソフトを

整理し、プログラミングの体験を取り入れた授業実践例を蓄積していく必要があると考え

た。 

 

Ⅱ 研究の目的と方法 

 

１ 研究の目的 

本研究では、情報主任として、プログラミングの授業実践に向けた校内サポートを通し

て、本校におけるプログラミング教育の推進を目的とする。 

２ 研究の方法 

校内サポートとして、以下の四つに取り組む。 

 



１ 校内研修の活用 
・プログラミング教育に関する情報提供 
・プログラミングの体験実習 

２ 提案授業の提供 
・プログラミング教育で育みたい資質・能力と教

科等のねらいを関連付けた授業の実践 

３ プログラミング便りの発行 
・授業で活用できるソフトの紹介 
・プログラミング的思考を育てる授業実践の紹介 

４ 授業で使える教材の作成 
・ヒントカード 
・プログラムブロックカード 

 

Ⅲ 研究の内容 

 

１ 校内研修の活用 

(1) プログラミング教育に関する情報提供 

「特定非営利活動法人みんなのコード」の研修会資料を基に、

プログラミング教育必修化の背景やねらいなどの概要を説明し

たり、学習活動例の紹介を行ったりすることで、プログラミン

グ教育の土台となる情報の伝達を行った(図１)。 

(2) プログラミングの体験実習 

マイクロビットでLEDを点灯させるプログラムを作成する実

習を行った(図２)。体験した教員からは「プログラムブロック

を繋げる操作が簡単なので分かりやすい」「作ったプログラム

をマイクロビットに送るのも簡単だ」「子供が楽しんで取り組

めそう」という感想があがった。一方で、「子供に指導するのは

難しそうだ」という声もあった。 

２ 提案授業の提供 

 児童がプログラミングに関する基礎的な知識・技能を身に付けられるようにするととも

に、教員がプログラミングの授業のイメージをつかめるようにするため、以下の三つのプ

ログラミング教材を取り入れた提案授業を、第４学年において実施した。 

アンプラグドプログラミング 
PCを使わずに、プログラミング的な問題解決の手順を
学ぶなど、プログラミングそのものを理解する 

ビジュアルプログラミング 
PCを用いて、思い通りの命令をし、画面上のキャラク
ターなどを操作していく 

フィジカルプログラミング 
PCを用いて、思い通りに命令をし、実際のものを操作
していく 

 

(1) 学級活動 題材名「そうじの仕方を考えよう」【アンプラグド】《Ｂ分類》 

 友達と協力して時間内に手際よくきれいに掃除ができるようにする

ため、アンプラグドで掃除の仕方を細分化し、順序を考え、必要に応じ

て「条件分岐」を使って掃除の仕方の見直しを行った(図３)。また、考

えた掃除の仕方を他の班と共有し合い、意見をもらうことで、修正を行

うことができた。児童からは、「何を先にして次に何をするか、順番を

考えることが大事だと思った」「お母さんの手伝いをするとき、どうす

ればきれいに早くできるか考えられるようになった」という感想があ

図１ 校内研修の様子 

図２ 体験実習の様子 

図３ 児童のプログラム 

石狩市教育委員会石狩市プログラミング教育プロジェクトチーム「プログラミング教育指導事例集 2018 抜粋版」より  



がった。掃除の仕方を見直すことで、どのように掃除を進めていけばよいのか考えたり、

手順を整理したりする姿が見られた。 

(2) 体育科 単元名「リズムダンス」【Hour of Code】《Ｂ分類》 

 リズムの特徴を捉え、仲間と交流して踊る楽しさや喜びを味わえるよう、Hour of Code

の「ダンスパーティー」を使用し、リズムダンス作りを行った。プ

ログラムされているダンスをリズムに合うように順番に組み立て

ていく(図４)。プログラムしたキャラクターをまねて練習したり、

そこから発展させてオリジナルのダンスを考えたりする中で、リ

ズムに合わないと感じたときにはプログラムを修正して試行錯誤

を重ねる姿が見られた。児童からは「曲に合うように、ダンスの順

番を考えられた」という感想があがった。 

(3) 理科 単元名「月や星」【マイクロビット】《Ｂ分類》 

 夜間でも正確に天体観測をしようとする気持ちを高めるため、

マイクロビットの磁気センサーを利用した方位磁針のプログラム

を作成した。児童は、南を向いたとき、LED を矢印や文字の形に光

らせたり、音を鳴らしたりするプログラムを考えた(図５)。児童

からは、「自分で作った方位磁針で満月をしっかり観察したい」

「機械がどんなプログラムで動いているか気になるようになっ

た」等の感想が上がった。児童は、自分が作った方位磁針を使う

ことで、意欲的に天体観測を行うことができた(図６)。 

３ プログラミング便りの発行 

プログラミング教育に関する情報を周知するため、プログラミング便りを発行した(p.89

資料 1 参照)。「授業で活用できるソフト紹介編」として、教材として扱うプログラミング

ソフトの情報について、対象学年や教科等、プログラミングに関する学習活動の分類を載

せるとともに、ソフトの特徴や簡単な操作方法などを紹介した。「プログラミング的思考

を育てる授業実践紹介編」では、授業の展開に沿って活動中の写真や教材を載せることで、

提案授業を参観できなかった教員にも、育みたいプログラミング的思考と教科等のねらい

や活動の様子が分かるようにした。 

４ 授業で使える教材の作成 

 誰でも同じように授業ができるように、作成した教材は、班の数分用意し、パソコン室

に保管した。 

(1) ヒントカード 

児童の操作スキルによる個人差に対応するとともに、教員による操作説明の時間を短縮

し、児童の活動の時間を保障するため、ソフトの基本操作のヒントカードを作成した(p.90

資料２参照)。授業の中で、児童は必要に応じてヒントカードを確認しながら操作を進める

姿が見られた。 

(2) プログラムブロックカード 

考えを整理したり、思考途中のプログラムを可視化したりすることができるように、プ

ログラムブロックカードを作成した（p.90 資料３参照）。使うことが想定されるプログ

図４ 児童作成のプログラム 

図５ プログラム入力をしてい

る様子  

図６ 作ったプログラムを作動

させ観測をしている様子 



ラムブロックをカードにして、ホワイトボード上で操作できるよ

うにした。ホワイトボード上で考えたプログラムとタブレット PC

に入力したプログラムを見比べ、修正点などについて友達と考え

を伝え合う姿が見られた(図７)。 

 

Ⅳ 結果と考察 

 

５月と11月に実施した教員アンケートにおいて、「プログラミング教育で何を指導すれ

ばよいか理解している」の項目を比較すると、「理解している・まあまあ理解している」

が５月には25％だったが、11月には92％になった(図８)。また、

教員アンケートの自由記述では、校内研修について、「実習があ

るとプログラミング教育が実感しやすくありがたい」、提案授業

については、「子供たちはプログラミングに前向きに取り組み、

回数を重ねるにつれて使いこなしていることはすごいと思った」

「プログラミング教育は、系統的に学んでいくことでしっかりと

プログラミング的思考が身に付いていくと感じた」などの回答が

あった。これは、プログラミング教育の情報提供を行ったことや

プログラミング教育で育てたい資質・能力と教科のねらいを関連付けた授業を公開したこ

とが効果的であったと考える。 

プログラミング便りについては、「参考になった」という意見が多くあった一方で、「時

間がなくあまり読んでいない」という意見もあった。プログラミング便りは、必要なとき

にいつでも読めるように、今後は実践事例集としてまとめていく必要があると考える。作

成した教材について、「ヒントカードはとても有効だと分かった。ヒントカードと教材が

あれば、私も自分で指導できると思った」といった感想があがった。実際に提案授業やプ

ログラミング便りで紹介したソフトを授業に取り入れ、プログラミングの授業を実践する

学年が増えた。ヒントカードやプログラムブロックカードは、プログラミングの授業にお

いて、教員が指導をする際の一助となったと考える。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

○校内サポートを充実させたことで、プログラミング教育に対する教員の理解が深まり、

プログラミングの授業のイメージをつかんでもらうことができた。 

○プログラミングの体験を取り入れた授業を実践する学年が増えてきた。 

２ 今後の課題 

○教科教育の内容をプログラミング的思考の視点で見直し、実践を収集・分類し、学校の

教育目標や児童の実情等に応じた年間指導計画の作成が必要である。 

○教員が抱えている不安を解消し、安心して取り組めるようにするために、校内研修で繰

り返し体験実習を取り入れていきたい。 

 

図８ アンケート結果 

図７ ホワイトボードを見なが 

ら、入力する様子 



資料１【プログラミング便り】 

授業で活用できるソフト紹介 編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
プログラミング的思考を育てる授業の実践紹介 編 



資料２【ヒントカード】 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３【プログラムブロックカード】 
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